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抽象 

 

これは完璧な本ではありませんが、それはユニークであり、最初の400ページほどをスキミングすると、最後の300

ページ(約700ページ)は、時間の経過とともに暴力やマナーの社会的変化に行動について知られているものを適用す

るかなり良い試みです。基本的なトピックは、私たちの遺伝学はどのように社会の変化を制御し、制限するかとい

うことです。驚くべきことに、彼は動物や人間の社会生活の多くを説明する親族の選択(包括的なフィットネス)の性

質を記述することができません。彼はまた、(ほぼすべての人と同様に)私が高次思考の記述心理学(DPHOT)と呼ぶの

を好む合理性の論理的構造(LSR - John Searleの好ましい用語)を記述するための明確な枠組みを欠いている。彼は、人

々や地球を虐待し、搾取する他の多くの方法について何かを言うべきでした nearly。暴力の概念を拡張して-、誰か

の遺伝子の複製の世界的な長期的な結果を含め、進化がどのように機能するか(すなわち、親族の選択)の性質を把握

することは、歴史、現在の出来事、そして物事が今後数百年でどのように行われる可能性が高いかについて非常に

異なる視点を提供します。歴史に対する身体的暴力の減少は、地球の絶え間なく増加する無慈悲な強姦(すなわち、

人々が自分の子孫の将来を破壊することによって)一致している(そして可能になった)ことを知るから始めるかもし

れません’。ピンカー(ほとんどの人と同じように)は、重要なのは生物学であるときに、しばしば文化の表面性に気

を取られます。ウィルソンの「地球の社会的征服」とノワクとハイフィールドの「スーパーコオペレータ」の私の

最近のレビューをここで、ネット上で「真の利他主義」(グループ選択)の空虚さ、そして親族選択の運営と文化的な

言葉で行動を記述することの無駄と表面性の簡単な要約を参照してください。 

 

これは古典的な自然/育成の問題であり、自然の切り札は無限に育てます。本当に重要なのは、人口と資源破壊の容

赦ない増加(医療と技術、警察と軍による紛争抑制による)によって地球に対して行われた暴力です。1日に約20万人

以上の人々(10日ごとに別のラスベガス、毎月別のロサンゼルス)、6海/人/年に入る6トンほどの表土-世界の全ての年

間消えていく約1%などは、何らかの奇跡が起こらない限り、生物圏と文明が次の2世紀の間に大部分が崩壊し、飢餓

、悲惨、暴力が起こることを意味します。 暴力的な行為を行う人々のマナー、意見、傾向は、彼らがこの大惨事を

避けるために何かを行うことができる限り、関連性はありませんし、私はそれがどのように起こるか分かりません

。議論のためのスペースはなく、意味もありません(はい、私は致命的です)ので、私は彼らが事実であるかのように

いくつかのコメントをします。私が他の人を犠牲にして1つのグループを宣伝することに個人的な利害関係があると

は想像しないでください。私は78で、子孫も近親者もおらず、政治的、国家的、宗教的なグループと識別せず、デ

フォルトで属するものを他のすべてと同じように反発的なものと見なしません。 

 

両親は地球上で最悪の生命の敵であり、物事の広い視野を持って、女性の暴力(男性が行うもののほとんどと同様に)

は、主にスローモーションで行われ、時間と空間の距離で行われ、主に代理人によって行われているという事実を

考えると、女性は男性と同じくらい暴力的です。ますます、女性は仲間を持っているかどうかに関係なく子供を産

み、1人の女性の繁殖を止める効果は、生殖のボトルネックであるため、平均して1人の男性を止めるよりもはるか

に大きい。人は、人々とその子孫が自分の道を来るどんな悲惨さにも豊かに値するという見解を取ることができ、(

まれな例外を除いて)金持ちと有名人は最悪の犯罪者です。メリル・ストリープやビル・ゲイツ、J.Kローリング、そ

して彼らの子供たちは、将来の世代のために毎年50トンの表土を破壊する可能性がありますが、インドの農家と彼

は1トンを破壊する可能性があります。誰かがそれがうまくいくことを否定し、その子孫に私は「地球上の地獄へよ

うこそ」(WTHOE)と言います。 

 

今日の重点は常に人権であるが、文明がチャンスに耐えるならば、人権に取って代わらなければならないことは明

らかである。誰も責任ある市民でなく権利を得る、これは最初に意味するミニマル環境破壊です。あなたの社会が

彼らを作るように頼まなければ、最も基本的な責任は子供ではありません。人々が無作為に繁殖することを可能に

する社会や世界は、それが崩壊するまで(または人生が生きる価値がないので恐ろしいポイントに達する)、常に利己

的な遺伝子によって悪用されます。社会が人権を第一者として維持し続けるならば、その子孫に対して「WTHOE」

は自信を持って言うことができる。 

 

現代の2つのシス・エムスの見解から人間の行動のための包括的な最新の枠組みを望む人は、私の著書「ルートヴィ

ヒ・ヴィトゲンシュタインとジョン・サールの第2回(2019)における哲学、心理学、ミンと言語の論理的構造」を参



照することができます。私の著作の多くにご興味がある人は、運命の惑星における「話す猿--哲学、心理学、科学、

宗教、政治―記事とレビュー2006-2019 第3回(2019)」と21世紀4日(2019年)の自殺ユートピア妄想st 世紀 4th ed (2019)な

どを見ることができます。 

 

 

 

これは完璧な本ではありませんが、それはユニークであり、最初の400ページほどをスキミングすると、最後の300

ページ(約700ページ)は、時間の経過とともに暴力やマナーの社会的変化に行動について知られているものを適用す

るかなり良い試みです。基本的なトピックは、私たちの遺伝学はどのように社会の変化を制御し、制限するかとい

うことです。驚くべきことに、彼は動物や人間の社会生活の多くを説明する親族の選択(包括的なフィットネス)の性

質を記述することができません。彼はまた、(ほぼすべての人と同様に)私が高次思考の記述心理学(DPHOT)と呼ぶの

を好む合理性の論理的構造(LSR - John Searleの好ましい用語)を記述するための明確な枠組みを欠いている。他の人か

ら与えられた批判のほとんどはニットピッキングと無関係であり、ピンカーが言ったように、彼は「悪いこと」に

ついての一貫した本を書く事も、可能な限りあらゆる参照と視点を与えることができませんでしたが、これらは今

では他の形態の暴力を無関係にさせるほど深刻であるため、人々と地球を虐待する他の多くの方法について少なく

とも何かを言うべきでした。 

 

暴力の概念を拡張して-、誰かの遺伝子の複製の世界的な長期的な結果を含め、進化がどのように機能するか(すなわ

ち、親族の選択)の性質を把握することは、歴史、現在の出来事、そして物事が今後数百年でどのように行われる可

能性が高いかについて非常に異なる視点を提供します。歴史に対する身体的暴力の減少は、地球の絶え間なく増加

する無慈悲な強姦(すなわち、人々が自分の子孫の将来を破壊することによって)一致している(そして可能になった)

ことを知るから始めるかもしれません’。ピンカー(ほとんどの人と同じように)は、重要なのは生物学であるときに

、しばしば文化の表面性に気を取られます。利他主義の空虚さと親族選択の運営と文化的な言葉で行動を記述する

ことの無駄と表面性の簡単な要約については、ウィルソンの「地球の社会的征服」とノワクとハイフィールドの「

スーパーコオペレータ」の私の最近のレビューを参照してください。 

 

これは古典的な自然/育成の問題であり、自然の切り札は無限に育てます。本当に重要なのは、人口と資源破壊の容

赦ない増加(医療と技術、警察と軍による紛争抑制による)によって地球に対して行われた暴力です。1日に約20万人

以上の人々(10日ごとに別のラスベガス、毎月別のロサンゼルス)、6海/人/年などに入る6トンほどの表土は、何らか

の奇跡が起こらない限り、生物圏と文明が今後2世紀で大部分崩壊し、驚異的な規模であらゆる種類の飢餓、悲惨さ

、暴力が起こることを意味します。 

 

暴力的な行為を行う人々のマナー、意見、傾向は、彼らがこの大惨事を避けるために何かを行うことができる限り

、関連性はありませんし、私はそれがどのように起こるか分かりません。引数のスペースはなく、意味もありませ

ん(はい、私は致命的です)、私は事実であるかのようにいくつかのコメントをします。私が他の人を犠牲にして1つ

のグループを宣伝することに個人的な利害関係があるとは想像しないでください。私は78で、子孫も近親者もおら

ず、政治的、国家的、宗教的なグループと識別せず、デフォルトで属するものを他のすべてと同じように反発的な

ものと見なしません。 

 

両親は地球上で最悪の生命の敵であり、物事の広い視野を持って、女性の暴力(男性が行うもののほとんどと同様に)

は、主にスローモーションで行われ、時間と空間の距離で行われ、主に代理人によって行われているという事実を

考えると、女性は男性と同じくらい暴力的です。ますます、女性は仲間を持っているかどうかに関係なく子供を産

み、1人の女性の繁殖を止める効果は、生殖のボトルネックであるため、平均して1人の男性を止めるよりもはるか

に大きい。人は、人々とその子孫が自分の道を来るどんな悲惨さにも豊かに値するという見解を取ることができ、(

まれな例外を除いて)金持ちと有名人は最悪の犯罪者です。メリル・ストリープやビル・ゲイツ、J.K.ローリング、そ

して彼らの子供たちは、将来の世代のために毎年50トンの表土を破壊する可能性がありますが、インドの農家と彼

は1トンを破壊する可能性があります。誰かがそれがうまくいくことを否定し、その子孫に私は「地球上の地獄へよ

うこそ」(WTHOE)と言います。 

 

今日の重点は常に人権であるが、文明がチャンスに耐えるならば、人権に取って代わらなければならないことは明

らかである。責任ある市民でなく、誰も権利(すなわち特権)を得ることはなく、これが最初に意味することは最小限

の環境破壊です。あなたの社会が彼らを作るように頼まなければ、最も基本的な責任は子供ではありません。人々

が無作為に繁殖することを可能にする社会や世界は、それが崩壊するまで(または人生が生きる価値がないので恐ろ

しいポイントに達する)、常に利己的な遺伝子によって悪用されます。社会が人権を主要なものとして維持し続ける

ならば、それは問題であり、その子孫には「WTHOE」と自信を持って言うことができます。 



 

「助ける」は、世界的な-長期的な視点から見る必要があります。個人、組織、国によって与えられるほとんどすべ

ての「助け」は、長期的には他の人や世界に害を与え、非常に慎重に検討した後にのみ与えられなければなりませ

ん。お金、食べ物、薬などを配りたい場合は、長期的な環境への影響が何であるかを尋ねる必要-があります。あな

たがすべての時間を喜ばせたい場合は、再びあなたの子孫に私は"WTHOE"と言います。 

 

異性原性:30億年以上前に細菌のような形で始まる無限の何兆もの生き物が私たちと現在のすべての生命を作り出す

ために死んでしまい、これは優生学、自然選択または親族選択(包括的なフィットネス)による進化と呼ばれています

。私たちは皆「悪い遺伝子」を持っていますが、いくつかは他のものよりも悪いです。すべての人間の概念の最大

50%が「悪い遺伝子」のために自然流産で終わると推定されています。文明は異性起源である。この問題は現在、人

口過剰に比べて些細なことですが、日に日に悪化しています。医学、福祉、民主主義、平等、正義、人権、あらゆ

る種類の「援助」は、環境と人口増加が止まっても社会を崩壊させる世界的な長期的な環境と異性起源の結果を持

っています。繰り返しますが、世界がそれを信じることを拒否したり、それに対処したくない場合は、それは問題

であり、彼らの(そしてすべての人の)子孫に私たちは「WTHOE」と言うことができます。 

 

終末を示唆するユートピアのシナリオは、技術の慎重な適用によって回避できることに注意してください。彼らが

言うように、あなたはすべての時間とすべての人々のいくつかの時間をだますことができますが、あなたはいつで

も母なる自然をだますことはできません。私はあなたに一つの例だけを残します。有名な科学者レイモンド・カー

ツワイル(「心を作る方法」の私のレビューを参照)は、人類の救世主としてナノボットを提案しました。彼らは私た

ちが必要とするものを作り、すべての混乱をきれいにします。彼らは自分自身のより良いバージョンを作ることさ

えあります。彼らは私たちをペットとして飼うでしょう。しかし、ペットを治療する人の数を考えると、ペットは

人間とほぼ同じくらい速く過剰に浸透して破壊し、異性原性になっています(例えば、国内および野生の猫だけでも

、おそらく年間1,000億匹の野生動物を殺します)。ペットが存在するのは、私たちが彼らを養うために地球を破壊し

、私たちは給料と中和診療所を持っており、病気や望ましくないものを安楽死させるからです。私たちは、厳格な

人口管理と優生学を意図的かつ省略することによって実践しており、ボットでさえも、これら2つのコントロールな

しでは、生命の形態を進化させ、存在することはできません。そして、ナノボットの進化を止めるには何ですか?再

生を促進する変更は自動的に選択され、時間やエネルギーを無駄にした行動(すなわち、人間の世話をする)は、重く

選択されます。AI制御ボットプログラムが殺人的な形に変異し、地球全体の崩壊を引き起こすすべての地球の資源を

利用するのを止めるのか?ボットのための無料ランチもなく、彼らにも自信を持って「WTHOE」と言うことができま

す。 

 

これは、世界と人間の行動についての考えが教育を受けた人を導かなければならないところですが、ピンカーはそ

れについて何も言いません。ですから、この本の最初の400ページはスキップすることができ、最後の300ページは

2011年時点でEP(進化心理学)の素晴らしい要約として読むことができます。しかし、彼の他の本のように、行動科学

のほぼ普遍的に、ヴィトゲンシュタイン、サールと他の多くの人によって開拓された意図的性のための明確な広範

な枠組みはありません。私は、これらの2つの自然な心理的天才によって、作品の私の多くのレビューでそのような

フレームワークを提示し、ここでそれを繰り返しません。 

 


